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持続可能な社会を目指すにあたって，都市ごみ処理システムは従来のコスト最小に加えて，環境影

響をできるだけ小さくすることが求められています．しかし，ごみ組成の多様化，分別の多様化，さ

らには処理方法の多様化のため，ごみ処理の選択肢の数は増加し，その中からよりよい処理方法を決

定することは大変難しい作業となっています．

Microsoft-Excel 97以降・Windows 98/2000/本書付属の H-IWM（北大－総合廃棄物処理評価プログラム，

は，自治体におけるごみ処理計画をシミュレートし，そのときの処理システムの概略設計を示XP対応）

し，同時に処理別のユーティリティ使用量，コスト，エネルギー消費量などを計算する実用的なプロ

グラムであり，以下の特長をもっています．

データの明示◎

－使用するデータは，すべて のシートとして見ることができる．Excel
－ごみの発生量，組成，施設設計のためのパラメータなどの，データベースとしての意味ももって

いる．

－計算結果および主な中間値も，シート上で見ることができる．

操作のしやすさ◎

－使用する数値にはすべて既定値（デフォルト値）が与えられており，ごみの分別方法と処理方法

を選択するだけで処理システムの計算が行える（特別な知識を必要としない ．）

－プログラムを，部分的に使用することができる（例えば，処理ごみを与えて焼却のみ，収集のみ

の計算が可能である ．）

計算方法の詳細を知りたい読者のため，第3章では処理方法別に使用した数値，式，計算仮定などを

説明しています．また，実際の自治体を対象とした計算をどのように行えばよいかを，第4章で例と共

に示しています．

添付CD-ROMの内容＊

付属の には プログラムのほかに，本プログラムで使用している数多くの数値の根CD-ROM H-IWM
拠を説明した「都市ごみの総合管理を支援する評価計算システムの開発に関する研究」報告書，およ

び業所統計調査をもとに事業所種類別のごみ量を推定するプログラムを収録しました．

◆ 小社ホームページ もご覧ください．「注文票」は裏面にあります． http://www.gihodoshuppan.co.jp
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